
木材生産の環境貢献の見える化 —長期優良住宅先導事業から地域型住宅ブランド化事業へ
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山長商店の木材生産

（株）山長商店は和歌山県を中心とした紀伊半島南

部に約5000ヘクタールの自社林を持ち、林業経営、

素材生産、製材、プレカット加工、 エ務店への販売

までを網羅したグループー貰生産体制を特徴として

いる。この体制により「生産者の頗が見える木材」

かつ「生産の過程が見える木材」を産地直送で供給

でき、先人が植えた木を育て、現代にその資源を活

かすというそのストーリーは多くのエ務店や住まい

手からご支持を頂いた。

さらに、業界に先駆けて木材品質の日本唯一の公

的基準である JAS認証を平成 16年に取得した。 家

族の生命と財産を守るという非常に直要な役目を担

う構造材であるが、その殆どは強度や含水率等の品

質が担保されておらず、生産者や生産履服もわから

ない木材である。一般の住まい手がそれに気づいた

時、果たしてその木材に信頼や安心を感じて頂ける

だろうか。

そのような疑問に対して、 山長商店の木材はJAS

に基づいて含水率や強度、原産地や製造者を明らか

にする「性能の見える化」を行なっている。それに

より住まい手の木材に対する不安 ・疑間を解消し、

工務店の信頼感アップにつながる木材であるという

ことをご評価頂き、 現在首都閑を中心に年間約 900

棟の紀•川材を用いたプレカット木材を供給している。
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長期優良住宅先導事業の取組

山長商店がウッドマイルズ表示に本格的に取り組

んだのは、平成 22年度第 2回長期優良住宅先埓事

業への応券がきっかけであった。その応募にあたり、

当時目立っていた「地産地消の家づくり」や「地元

産材を使った家づくりJといった考え方に対して、

以下のような事業理念をまとめた。

①住宅における木材の需要は都市部に集中しており、

良質な木材資源の大部分は地方の林産地に集中し

ている。

②なので、木材の循環型社会が成立するためには、

林産地と都市の間での木材資源と経済の循現が必

要不可欠である。

この事業理念を軸に、私たちの事業体制は全国

でも目新しいはずであり、林産地と都市部の間で

の先導的な木材生産・流通体制と言えるのではな

いか、という内容で応募提案をしたところ 70棟

の採択を頂き、その提案書の中で、ウッドマイル

ズ計算、木材の炭素固定贔計窮、乾燥材のうち木

質バイオマス乾燥材の比率計算、 この 3項目を示

す「ecosheet」を発行することを明記した。

住まい手に対して、木材を使うこ とでの現境貢

献のかたちを見える化する。これは私たちが以前

から取り組みたかったことであり 、環境意識が高

まりつつある中で、国産材を使うことの客観的か

つ正当な理由付けをしたい、その理由を（主まい手

に分かりやすく伝えたい、という思いがとても強

くあった。そのため、ウッドマイルズ自体の説明

や炭素固定の意味、カーボンニュー トラルの説明
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04環境表示シート 「ウッドマイルズ計算書」
I II心 II山R砥（各，，ッドマイルズP研血）
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などを住まい手向けにわかりやすく説明したページ

を含め、 A4版 7ページの「ecosheet」を作成し、

先辞事業を利用した 70棟全ての住まい手に対して

発行した。

地域型住宅ブラン ド化事業の取組

長期俊良住宅先蒋事業での提案をベースと し

て、平成 24年には 98社のエ務店などと共同して

「林産地と都市の循瑛型社会を目指す紀州材の

家づくりネッ トワーク（略称：きのくに家（や）ネ

ットワーク）」を設立し、地域型住宅ブラン ド化

事業に応券。その結果 58棟の採択を頂いた。そ

の際、先導事業の 「ecosheet」は丁寧だけど少し

重い感じがする。住まい手がもう少し気軽に見れ

るようなものでもいいのではないか、という意見

を工務店様から頂き、 「ecosheet」の内容を A4

版 1ページにまとめ、 イラス ト付きで（主まい手に

よりわかりやすい内容に改めた「現境表示シー

ト」 を発行した。エ務店様からは 「コンパク トに
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（きのくに家（や）環境表示シート）

まとまっていて誰でもひと目でわかりやすい。国

産材を使うこ とは楳境貢献になる、とただ言うだ

けではヒ ン゚と来ないが、具体的な数字を見るとと

てもイメージしやすく、 住まい手が国産材で家を

建てたことに改めて喜びを感じてくれるのでは

ないか」というご評価を頂いている。

現在、国からの補助金施策や為替の影署で国廂

材の需要が急激に裔まりつつあるが、そのような

金銭的な面に関係ない形での国産材のメ リット

を、木造（主宅の担い手である地域工務店と把携し、

住まい手に対して客観的な観点から明確に打ち

出すことが、国産材需要の安定化には必要不可欠

だと感じている。「国産材をつかってほしい！」

という熱い思いを全面に出すだけではなく、誰が

見ても納得ができる仕組みの上でメリットを発

信し、その仕組みの中に国涯材への思いを込める

ことが大事ではないだろうか。その素睛らしい

「仕組み」の一つであるウッドマイルズを全国各

地でもっと利用して頂き、一人でも多くの住まい

手が国産材への理解を少しずつ深めて下さる こ

とを切に願う。


